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Populationdynamicsoftwothistle-feedingspecies，因り伽伽〃ipo"jcaLewis
(Coleoptela：Coccinellidae）（abblWiatedasEN）andQzssjcmM)jgj"osaMUller
(Coleoptem：ChIysomelidae）（CR）ｗｅｒｅstudiedfroml996tol999inYuwaku，
Kanazawa,JapanThesespeciesweremostdominantonthehostplants・Theywere
studiedbythesamequantitativemethods:(1)theJolly-Sebermethodwasusedforadult
marking,releaseandrecapturetoestimatepoPulationparametersofadultnumber,daily
residentrate,longevity,reproductiveｒａｔｅ(R,thenumberofnewadultsproducedper
overwinteredadults),andsurvivalrateofnewadultstothereproductiveseasons(Sm,)，
(2)lifetableswereconstmctedtostudythemortalityprocessesandthekeyfactor
analysiswascarriedouttoclarifj/thefactorsdeteminingpopulationchange・Theywere
univoltinewithsynchronouslifehistoriesandoftenreachedafooddepletingleveLThey
hadlowR(1.0-2.5ｉｎＥＮ;0.2-O4inCR)andhigMm(43-53％ｉｎＥＮａｎｄｌ７-34％ｉｎＣＲ）
andlowpopulationvariability(0.103ａｎｄＯ１１５ｉｎＥＮａｎｄＯ､Ｏ７３ａｎｄＯ､161ｉｎCRfOr
overwinteredandnewadults,respectively).Analysesofthedegreeoftheinterspecies-
overlappingdistributiononhostplantsandmultipleregressionmethodsdidnotshow
theevidencefbrcompetitionbetweenthem．
食葉性のテントウムシの１種であるヤマトアザミテントウ助jZJc肋α〃jPo"jca
（以下ヤマトと略す）の個体群動態は，長年にわたり日本各地で詳細な研究が
蓄積されており，個体群の安定化機構や地域個体群の生息環境と対応した個体
群パラメータの分化などが解明されてきた．アザミにはヤマト以外にも多くの
食葉性昆虫類が共存しており，ヤマトとそれらには種間競争を含む様々な相互
作用が存在すると思われるが，従来の研究ではもっぱらヤマトのみを対象とし，
ヤマトの個体群動態に及ぼす直接・間接の種間相互作用は無視されてきた．本
研究では，金沢市湯涌においてアザミ類を食草とするヤマトとアオカメノコハ
ムシＱＭ血川Z)jgi"CＭ（カメノコ）を対象として，両種の個体群過程とそれ
に関与する要因，特に種間関係の解明を試みた．この両種は，湯涌ではアザミ
－１－
足～
食葉性昆虫のうち最優占的であり，毎年アザミのシュートの多数が食いつくさ
れるほど高密度で発生していた．１９９５年から１”９年まで，資源量（アザミの
葉量，草丈）の計測，標識再捕法による成虫の個体数推定と行動解析，生命表
の作成を行い，以下の結論を得た．
1．食草
（１）調査地内にはハクサンアザミαﾊﾟﾉ川伽柳川ｍｅ（以下ハクサンと略す）
とカガノアザミＣＡｚｚｇａ川Ｏ脚"川が生育するが汁ヤマトとカメノコはハク
サンを主として利用した．
(2)ハクサンのシュート数は，大雨による洪水や遷移の影響で調査期間を通
じて年々減少した．
(3)最優占種であるヤマトとカメノコの他にも多くの植食性昆虫がハクサン
の葉を餌資源として利用した．これらによる食いつくしに加え，風雨によ
って倒されたり，病気や植物間の競争などの様々な要因によってシュート
の地上部は季節に伴い減少した．開花の始まる８月にはシュート数は，春
にみられた本数の半数以下（1998年では必.4％）まで減少した．
Ｚ・ヤマトアザミテントウ
（１）ヤマトは年一化で，成虫の出現期は越冬成虫が４月初旬－７月，新成虫が
７月-10月であった６産卵期は４月下旬から７月であった．
(Z）新成虫は８月～９月中旬に夏眠に入った．秋になると一部の個体がアザミ
上に再出現し，摂食活動を再開したのち，１ｏ月下旬にかけて越冬に入った．
夏眠に入った個体の率はオスよりメスで高かった．
(3)新成虫の体サイズ（前胸幅）は，羽化時期が遅いほど小型となる傾向が
あった．
(4)成虫のメス比は越冬成虫が582～66.9％，新成虫が55.0～63.0％であった．
羽化から翌春までの生存率（則j）はオス（Z､4～13.8％）よりメス（5.8～
１７４％）で高く，越冬成虫のメス比は前年の羽化成虫よりも高くなった．
(5)成虫の食草上での滞在日数は，越冬成虫がＭ～13.6,新成虫が25.8～33.0
であり，毎年減少した．
(6)新成虫の羽化から翌春にかけての生存率(最小推定値)Ｓl似Jは,４年間で004
～o・１０であった．swjの変動には，越冬中よりも羽化から越冬に入るまでの
期間（８月から９月下旬まで）の生存率が重要であった．
(7)食草量の減少と同調してヤマトの個体群サイズも減少傾向を示し，資源
量あたり密度は毎年ほぼ一定値を維持した．個体数の減少傾向は，本研究
終了後も続き，ZOO0年および2001年には極度に低いレベルまで減少した
(8)世代あたり増殖率Ｒは，４年間で1.0～２６であった．Ｒの変動には４齢幼
虫から新成虫にかけての生存率が最重要であった．
(9)密度変動性が越冬成虫から卵にかけて著しく減少したので，本個体群の
安定化ステージは繁殖期であった．一方，卵から新成虫にかけての生存率
｜ま明確な密度依存性を示さず，冷気が進むにつれて変動性は徐々に増大し
た．
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